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ば、事前に危険を察知して回避行動をと
れていたかもしれません。

また、何年もこの道路を利用し、危険
に遭遇したことがなかったとすれば、こ
の道路は安全という思い込みが生じ、
安全確認を十分にしなくなっていたのか
もしれません。

（５）事故防止のポイント
道路交通法や交通ルールを守ること

は、交通事故をなくす上で大変重要なこ
とで、実際の車の運転もこれらを守って
いることが前提になっています。しかし、
運転するのが人間である以上、意図しな
い過ちや思い違い、勘違いによるミスは
起こり得るものです。

今回取り上げた事故例は、交通ルール
を守らず突然のＵターンを始めた普通乗
用車が事故のきっかけを作った例です。
しかし世の中には、標識や標示を見逃し
て、あるいは、思い違いなどによってルー
ル違反を起こしてしまい、危険を生み出
してしまう例も存在します。

車両相互の事故を起こさないために
は、自分が交通ルールを守った安全な
運転をするだけではなく、自分以外の他
車がルールから外れた行動をするかもし
れない、と言った気持ちを常に持ち、突
然の事象にも対応できるだけの注意力
と余裕を持った運転をすることも必要な
のではないかと考えます。

二輪車は四輪車に比較して小さく小
回りがきき、狭い場所にも比較的楽に
入っていける特性がありますが、反面、
その小ささから、四輪車から見て視認さ
れにくい傾向にあります。さらに四輪車
からみると二輪車は、実際の速度より遅
く、また実際の距離より遠く感じられる
傾向にあります。二輪車を運転する場合
は、自分が実際より遅く遠目に感じ取ら
れていること、また、気付かれていない
可能性もあることを十分認識して防衛
運転に努めることが必要と考えます。

現在の混合交通下においては、他車
種の特性を良く把握し、互いを思いやっ
た運転をすることが交通事故削減につ
ながると考えます。
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二輪車に乗る方は、朝晩の冷え込み
に悩む日が少なくなり､日も長くなってき
たこともあり､良い季節になってきたと感
じていると思います｡今まで雪や氷に閉
ざされて出かけることをためらっていた
高原や山間部などに出かけ､交通量の少
ない道路を快調に走るのは独特の高揚
感があり､二輪車の醍醐味の一つと言え
ましょう｡ですが､そんな快適に見えるツー
リングにも､予期せぬ危険が潜んでいた
りするものです｡今回は､そのような楽し
いツーリング時にも起こりえる危険場面
を実際の事故事例を基にして説明して
いきたいと思います｡

まず、交通事故統計データに目を向け
てみたいと思います。二輪車が関係する
事故は、大きく分けて人対車両事故・車
両相互事故・車両単独事故の三つに分
類できます。その中で死者数・負傷者数

はじめに
ともに、最も割合の多いのは車両相互
事故です（図１、図２）。車両相互事故
を防ぐには、自らの運転に気を付けるだ
けでなく、他車両の動静にも十分な注意
を払う必要があります。

以下は、一見何でもなさそうなところ
で、予想外の動きをした普通乗用車と衝
突してしまった二輪車の事故事例です。

（１）事故の概要
　５月のある晴れた日の夕方にこの事
故は発生しました。事故現場付近は、
中央分離帯のある片側２車線の緩い右
カーブです。

Ａさん（普通乗用車、女性、40代）は、
目的地近くの交差点を右折しようとしま
した（Ａ１）が、右折途中で間違いだっ
たことに気付きＵターンに切り替えました

（Ａ２）。Ｕターン後、第一走行車線を走
行し（Ａ３）、中央分離帯の切れ目で再
度Ｕターンしようとしました（Ａ４）。

一方、Ｂさん（二輪車、男性、40代）は、
いつものように仕事からの帰宅途中、現
場に差しかかりました。前方に第一走行
車線をやや低速で走行する普通乗用
車を発見しましたが（Ｂ１）、第二走行車
線を走行していたので、何気なくそのま
ま脇を過ぎようとした（Ｂ２）ところ、普通
乗用車が突然Ｕターンを始めたので前
方をふさがれてしまいました。急ブレーキ
で対処しようとしたところ、前輪がロックし
てしまいコントロールを失って転倒（Ｂ３）、
Ｂさんは投げ出され二輪車はそのまま
滑って普通乗用車に衝突してしまいまし
た（Ｂ４）。

（2）普通乗用車を運転していた
Ａさんの話

私は、目的地に向かう途中でした。約
束の時間までには、まだ十分時間はあり
ました。現場付近は月に何回か通る程
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させてしまいました。私も路上に放り出さ
れて、以降のことは良く覚えていません。

（４）考えられる事故要因
普通乗用車を運転していたＡさん側

の要因として、本来ならばしてはいけな
い第一走行車線からのＵターンをしてし
まったことが主たる要因と考えられます。
それに加えて、Ｕターン時に周囲の安全
確認を怠ったことや、事前に右ウィンカー
を出すなどの周囲に対して必要な合図を
怠ったことも要因です。Ａさんは事故直
前の右折／Ｕターン時に対向車が来て
いないことを確認していたので、周囲に
自分以外は存在していないような思い
込みがあったのかもしれません。また、
道を間違えたことで、本来の道に戻るこ
とに意識が集中してしまい、周囲が見え
にくくなっていたのかもしれません。

約束の時間までに十分時間はあった
はずですから、ルールに則って安全に正
しく元の道に戻ることを選択できていれ
ば、事故の原因を作らないで済んだかも
しれません。

また、事前に目的地までの経路を十
分把握していれば、そもそもこのような
状況は起こりえなかったはずです。交通
量の多寡によらず、経路を十分に把握し
て運転することで不用の危険を回避で
き、事故の可能性を下げることができる
と考えます。

次に二輪車を運転していたＢさん側
の要因としては、普通乗用車を右側から
追い抜く際の安全確認不備が考えられ
ます。追い抜く際に、相手が何か変わっ
た動きをするかもしれない、と感じたり、
運転者の動作などから察したりしていれ

度で、道を正確に覚えているほどではあ
りませんでした。

最初の交差点の右折のときに、曲が
る場所を間違えたことに気付き、そのま
まＵターンに切り替えました。対向車は
来ていなかったと思います。

曲がらなければならない場所は、先ほ
ど間違えた交差点より更に先なので、目
的地に向かうには、再度向きを変える必
要がありました。中央分離帯に切れ目が
あり、そこでＵターンできることを思い出
した私は、走行していた第一走行車線か
ら中央分離帯に向けて右にハンドルを
切ってＵターンを始めました。ウィンカー
は出していなかったと思います。

Ｕターン途中で何か衝撃音がしたの
で、Ｕターン後、反対車線に車を止めて
様子をうかがい、二輪車と乗員が道路
上に倒れているのを発見しました。先ほ
どの衝撃音は二輪車が自分の車にぶつ
かった音だと分かりました。

（3）二輪車を運転していた
Ｂさんの話

私は、仕事を終えて自分の家に帰ると
ころでした。現場付近は何年も前から、
通勤でほぼ毎日通ります。現場に差しか
かったところで、左前方に、第一走行車
線をややゆっくり走行する普通乗用車
を発見しましたが、特に注意を払うこと
もなく第二走行車線を走行していたとこ
ろ、第一車線の普通乗用車が急に右に
ハンドルを切ってきて、突然目の前をふ
さぎました。

驚いた私は急ブレーキをかけたところ、
前輪をロックさせてしまい二輪車を転倒
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図1 二輪車の人対車両事故・車両相互事故・車両単独事故の死者数推移
（２０１１年～２０１５年　１当・２当合計）

図3　事例「予想外の動きの相手に衝突してしまった二輪車」現場見取図

図２ 二輪車の人対車両事故・車両相互事故・車両単独事故の負傷者数推移
（２０１１年～２０１５年　１当・２当合計）

死者数推移（単位：人）
2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

人対車両 1 3 3 2 5
車両相互 604 531 506 467 452
車両単独 223 236 226 208 200
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負傷者数推移（単位：人）
2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

人対車両 443 381 320 294 245
車両相互 95,956 88,164 81,184 71,933 64,639
車両単独 8,026 6,980 5,909 4,772 3,775
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